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＜病棟連絡事項＞
・Ｂユニット詰所の蛍光灯が切れており、交換の為、伝票を提出しています。
・ミーテイングルーム手前の蛍光灯の本体が破損している為、修理伝票を記載しています。
・Ｂユニット女子トイレの窓が閉まらない状態となっており、修理伝票を提出しています。
　段ボールで補強しています。
＜ベッドコントロール＞
・岡本　将孝様～12/22北病棟転出予定となっています。12/21の診察で入院形態を任意入院へ切り替えをしていきましょう。

＜患者様連絡事項＞
・飯岡　未来様～不安時）ジアゼパム錠５ｍｇ　1T　10回分処方となっています。
・佐々木　章洋様～不穏・興奮時）リスパダール内用液(0.5)0.5mL 1P　10回分処方。 

・小向　美幸様～次回の外出泊については、後日、夫様より連絡が来る事となっています。
・小向　隆之様～10：00から外泊に行かれています。
・小田　沙也加様～16：60から外泊予定です。
＜要注目患者様情報＞
・竹洞　総子様～1時に覚醒し、以降浅眠で経過し、熟眠感ないと話されています。日中は居眠りは無く、テレビを観るなどして落ち着いて過ごしています。引き続き精神症状の観察を行っていきましょう。
・向山　節子様～一昨日胃部不快感訴えていますが、食事は問題無く摂取出来ています。易怒性は無く日中他者交流し落ち着いて過ごしています。引き続き精神症状観察していきましょう。
・澤代　榮子様～不調やふらつきなく夜間も良眠です。身体症状、精神症状経過見ていき
ましょう。
・田村　真紀子様～気分変動あり、声高さや気分高揚続いています。他者トラブルに注意し観察していきましょう。
・外崎　昭雄様～下痢症状軽減していると話しています。腹部症状の観察を行い水分摂取するよう都度声掛けしていきましょう。
・中居　松男様～深夜帯でホールの白いテーブル上で四つん這いになり、バランスを崩すことがありました。以後浅眠で経過し、日中は気分高揚さみられ、青山荘に行くと荷物を持ちAユニット侵入する事が多く、介入をしています。所在確認とトラブルに注意していきましょう。
＜SST評価・検討＞

・Aユニット：個別での対応希望が多く、個別で対応しています。
・Bユニット：成田　富士子様～参加拒否しています。

　　　　　　　池田　康憲様～参加拒否しています。
＜ぴあサポートミーティング振り返り＞

・下川戸長司様、神田　直樹様、佐々木　章洋様、小向　隆之様の4名で実施。
テーマ）「今悩んでいる事、話したい、聞いて欲しい事」
スタッフの振り返り）
自主的に話す雰囲気ではなくスタッフから順番に話してもらうかたちで始めている。テーマについてざっくりした感じで伝えると退院後の受診や生活の事でのスタッフへの確認が多かった。

※退院が近い方、退院支援中である方等、受け持ちで参加を勧めたい方があれば、ピ
アサポートメンバーまで声を掛けてください。
